
そ
ん
な
富
士
町
で

ほ
っ
と
一
息
。

水
辺
で
ゆ
っ
た
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

は
じ
め
ま
し
て

ダ
ム
カ
ツ
で
す
。

▲お店のロゴは菖蒲地区の

菖蒲里美さん(当時高校生)

のデザイン

「
人
は
自
然
に
守
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
み
ん
な
自

然
と
繋
が
っ
て
い
る
。
採
る
の
で
は
な
く
頂
く
ん
で
す
。

菖
蒲
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
お
い
し
く
自
然
を
食
べ
て

頂
け
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
う
れ
し
い
ん
で
す
。
」

日
々
、
菖
蒲
の
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
い
る
と
、

西
さ
ん
は
穏
や
か
に
微
笑
ん
だ
。

▲菖蒲ご膳では、おもに富士町内で

採れたものを使い、ひとつひとつ

手作りで手間暇がかかっている。

毎朝、菖蒲地区で

採れた無農薬野菜

がお店に届く。

▶平成２１年

オープン当初

の様子

菖
蒲
ご
膳
の
朝
は
鰹
節
と
昆
布
の
や
さ
し
い

香
り
に
つ
つ
ま
れ
る
。
一
番
出
汁
を
取
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
、
採
れ
た
て
の
山
野
菜
を
今
日

ど
う
料
理
す
る
の
か
考
え
る
の
が
毎
回
の
楽
し

み
だ
と
目
を
細
め
る
。

◀担当を決めたわけでも

なく、スタッフが各々

手際よく下準備を進め

ていく。

▲食材の山野菜は前日から早朝に準備され、

採れる山野菜は日々違う顔ぶれ。

は
じ
め
は
、
知
っ
て
い
る
山
野
菜
が
少
な
く
、

先
生
に
訪
ね
る
な
ど
勉
強
し
な
が
ら
、
日
々
の

食
材
を
調
達
し
た
。
塩
分
控
え
め
の
薄
味
を
心

が
け
た
が
、
濃
い
味
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
の

で
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
掛
か
っ
た
。

体
に
良
い
も
の
を
食
べ
て
欲
し
い
と
い
う
思

い
を
貫
き
続
け
、
今
で
は
こ
れ
を
目
当
て
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
人
に
好
ま

れ
る
お
店
と
な
っ
た
。

▲ペレットストーブが

心と体を温める。

佐賀の街なかから三瀬方面へ車で40分、

雄大な緑と穏やかな水面に囲まれた嘉瀬川ダム。

橋を渡るとひっそりと佇む小さなお店が見えてくる。

▲レンコンは１年間を通して白石町産

が使われている。

あなたに知ってほしい富士町と嘉瀬川ダムの魅力を発信！

嘉瀬川ダムと富士しゃくなげ湖

森の香 菖蒲ご膳

〒840-0541

佐賀市富士町関屋3798-33

0952-57-2011（駐車場 10台）

営業時間11:00～15:00

【定休日 火曜】

「
ふ
る
さ
と
が
沈
ん
で
し
ま
う
寂
し
さ
か

ら
ダ
ム
建
設
に
は
反
対
で
し
た
が
、
綺
麗
で

安
定
し
た
水
が
白
石
町
に
届
き
作
物
が
育
つ

こ
と
を
思
う
と
気
持
ち
が
晴
れ
ま
し
た
。
」

食
材
は
お
も
に
地
元
産
だ
が
、
唯
一
そ
れ

以
外
を
扱
う
の
が
白
石
町
の
レ
ン
コ
ン
。

今
で
も
白
石
町
の
方
々
と
の
交
流
が
あ
り
、

お
店
に
も
訪
れ
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
嘉
瀬
川

ダ
ム
が
つ
な
げ
て
く
れ
た
友
情
だ
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

▶

嘉瀬川ダム利活用推進協議会

責任者 山口澄雄

Fuji town Kasegawadam Magazine Jaunary 2021 winter

平成７年に、町おこしもかねて

山野菜料理に目をつける。

｢体に良いものを食べてほしい｣

という思いから、試行錯誤を重ね、

平成21年に菖蒲ご膳をオープン。

▲食事に出される山野菜は、毎回

面白く解説され、とても好評。

至 古湯・佐賀市内

至 三瀬峠

かっちゃ石

YUMESUKE

銀河大橋

あやめ橋
架橋記念碑

みはらしの丘
鷹の羽公園

至 唐津市 富士しゃくなげ湖

森の香 菖蒲ご膳



望屋
(Cafe)

やつだ屋
(お菓子)

つか

さ

東京

屋
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観光案内所
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ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

杉乃

家

宮ノ渕橋

至唐津市・三瀬峠

至 佐賀市内

古湯山中
権現山公園

▶佐賀市高木瀬町にある丸秀醤油の

「自然一醤油」。

若旦那が最高の卵かけごはんをつ

くりあげるため、生産者さんと話

し合って様々な醤油を試し、吟味

して辿り着いたこだわりのもの。

▲富士町大串地区の棚田で育てられた

立石さんの「夢しずく」のみ使用

するため、いつも変わらぬごはんが

頂ける。

お米には、古湯の温泉水を使用し、

圧力釜で炊いたふっくらツヤツヤの

おいしいごはんになる。

▼有明海の漁師さんが収穫した一番

摘みの佐賀海苔を乾燥・焙煎させ

る「香味干し」を加えることで、

海苔本来の風味や香りが、卵の味

を一層引き立てる。

また、一番摘みの生のりは、夕食

のお吸い物で頂ける。

◀三瀬村の小野寺さんの養鶏場「旅

をする木」の新鮮卵。

自然配合の飼料を食べ、平飼いで

のびのび育った鶏が産む安心安全

の卵は、美しいレモン色。

なかなか割れない殻の硬さと甘み

の強い黄身、ぷりっぷりの白身を

ぜひ卵かけごはんで。

※卵かけプラン又は事前予約が必要。

生産者と旅館のタイアップ

支え合いが成す「佐賀ならでは」の朝ごはん

▲喫茶・談話室では、「豆煎りの匠」が炒った豆を古湯の地下水で

淹れた極上の一杯が味わえます。（朝８時半～１０時まで）

旅館 大和屋

〒840ｰ0501

佐賀市富士町古湯860

TEL 0952-58ｰ2101

FAX 0952-58-2103 

ハムカツじゃないよ、ダムカツだよ！

初めまして！温泉とダム好きな(通称ダムガール)アラサーです♡

念願の第1号を創刊に関わることが出来てうれしいです。

取材を始めたころは緊張と不安なことばかりでしたが、取材

先の菖蒲ご膳さん、大和屋さんのスタッフの皆様がとても親切

で優しく接してくださり、 とても安心できました。

ご協力いただいたみなさまの優しさ・温かさに感謝でいっぱ

いです。私にとって大変貴重な体験となりました。

さて、そもそも「ダムカツ」って何だ?と思う方もいらっ

しゃるでしょう。「嘉瀬川ダムや近隣の地域を活性化したい！

地域の活動や魅力を発信したい！」など複数意味をまとめ、略

したものです。語呂がすこぶるいいので、意味も無く「ダムカ

ツダムカツ」と呟きたくなります。笑

本誌は季刊誌を予定しており、次号は春頃かな？

もしかしたら、臨時増刊号もあるかもです♪

ダムカツ編集部 後藤奈穂

【趣味】息子♡【富士町の好きな所】シェ・ハイジのランチ！

「
人
は
自
然
に
守
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
み
ん
な
自

然
と
繋
が
っ
て
い
る
。
採
る
の
で
は
な
く
頂
く
ん
で
す
。

菖
蒲
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
お
い
し
く
自
然
を
食
べ
て

心と体を温める。
橋を渡るとひっそりと佇む小さなお店が見えてくる。

大和屋の朝ごはんは、佐賀県産の食材をふんだん

に使用し、そのひとつひとつにこだわっています。

お米、お酒、調味料、畜産、海苔、野菜…佐賀は

食材の宝庫で誇らしく思います。

生産者と旅館がタイアップし、互いに支え合うこ

とでお客様の笑顔が生まれる。

地元のものにこだわった「佐賀ならでは」の朝ご

はんをぜひご賞味ください。

ごあいさつ COLUMN 編集後記

創刊を祝して！
「ダムカツ」の創刊おめでとうございます。

ダム湖「富士しゃくなげ湖」は風光明媚で、ダム下流には、歴史のあ

る「古湯・熊の川温泉郷」があることから、佐賀市富士町には、市近

隣は元より、福岡都市圏等からも多くの方がお越しになります。

一方で、ダムそのものに目を向けますと、嘉瀬川ダムは国土交通省

が平成２４年から運用開始した佐賀平野の治水や利水を担うダムです

が、全面越流式と呼ばれる１９の洪水吐きが美しいダムで、正面から

見るとフクロウのような愛らしい顔だと言う方もおられ、「土木学会

デザイン賞優秀賞」も獲得しています。

最近は、ダムそのものを観光資源としてとらえた「ダムツーリズム」

等、ダムを巡るツアーやダムを使ったイベントが全国各地で人気を博

しています。今後、嘉瀬川ダムの立地を活かし、ダムと自然や温泉地

等を組み合わせた取り組みが出来ればと考えています。

「ダムカツ」が、地域活性化の一助を担うことを期待しております

し、私たちも一緒に当地域を盛り上げていきたいと思っています。

国土交通省 佐賀河川事務所長 亀園 隆

【趣味】ダム巡り【富士町の好きな所】富士しゃくなげ湖と山々の風景

創刊にあたって
この度、多くの方のご協力とご尽力により、「ダムカツ」が

創刊できましたことに、心より感謝申し上げます。

創刊のキッカケですが、現在ダム湖の富士しゃくなげ湖では、

国民スポーツ大会に向けたボート・カヌー競技の整備が進められ

ており、全国の皆さんにダム湖や富士町の魅力を伝えたい！、

届けたい。そして、継続してもっと多くの方に富士町を訪れて

もらいたい。

そのための広報の手段・方法に何があり、何が良いか。

読者が読みたい新聞が作れるように出来ないかと考えました。

ここでは、広報誌やホームページだけではなく、富士町の魅力

を発信する取り組みを紹介していきたいと考えています。

また、この取り組みが、富士町の魅力をさらに広めるきっかけ

になると期待しまして創刊にあたってのご挨拶といたします。

嘉瀬川ダム利活用推進協議会 会長 吉浦武德

【趣味】日本酒【富士町の好きな所】富士しゃくなげ湖

【定休日 火曜】

ツイッターはじめました！

▲バラの品評会で日本一になった島バラ園

さん の「アマダ＋」を贅沢に使ったバラ

風呂

（ 毎月第1.2.3木金曜日限定※要予約）

大和屋

幸屋


